町名の由来

飯川町

　現在の耕地のほぼ中心御館（オタチ）という地名箇所がある。

北条時政が征国する時代と想定され、飯川氏という武将の館跡地

と伝わる。

当時は、飯川保といわれ、今の下、八幡、江曽を含み、県内１０

ヶ所割りぐらいに荘園を支配監督する武家の一人であったという

から、飯川保は、さしづめ能登の国のメーンストリートであったと伺われる。

　飯川氏は畠山氏の落城と供に絶え、その後飯川保は前田家の領

地となったと教えられるが、本当かどうかは定かではない。

又現在飯川町の第７斑を「はしうら」「橋浦」といい、石動山の

谷から七尾湾に向かって向こう岸のみえないくらいの大きな川、

即ち江があり、越中、加賀の産物と能登一円の産物を物流交換する橋があり、そのたもとがこのあたりだったと聞く。

　更に石動山の坊さんが奥能登の年貢をこの江の川のたもとで受

け取る場所とし、宿場町としても栄えた江の川郷であり、めしの

種になる川といつかなまって飯川町となった説く説もある。

七八百年以前こととてこれも定かではない。

